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はじめに

第 5 回目の数学史に関する研究集会を無事終了できたことを, 参加された方々と共に喜

びたいと思う. また, 数理解析研究所が共同利用の一環として数学史の研究集会を採択
されたことに対して, 参加者を代表してお礼申し上げたい.

今回は一般の講演のほかに特集講演の枠を設け, サーベイ講演を行なった. 特集講演の

テーマは「数学史方法序説」 で, 「最近の数学史の研究方法 : 数学史のオリジナリテイ
ーとは何か」 (中根美知代氏), 「数学史研究最新動向」 (林知宏氏) , 「和算研究における

諸問題」 (小林龍彦氏) の三講演が行われた. 講演後にはきびしい議論の応酬もあり,

参加者の熱意を感じた. 企画, 準備をされたこれら三人の方々にお礼申し上げる.

昨年度の集会後に「講演後にもつと議論する時間が欲しい」という要望があり, 今回は

それを受けて講演と講演の間隔をできるだけ長くとったが, それでも不十分なようであ

った. 講演の本数と開催日程の兼ね合いもあり, 来年度以降の問題として残った.

前回同様本講究録では, 講演の順序によらず, おおむね地域別, 年代順に配列した.

代表 岡本和夫 (東大・数理科学)
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数学史方法序説
数学史と – 田こいっても、 その間 $\Pi$が大変広いのは誰しも認めるところであろう。

その広さゆえ、様々な層の人々が、多様な問題関心、レベルの違う意気込みのもとで、
こ $\sigma$)分野にかかわってぃる。 各自の問題関心に応じて、 自由にとり組めることこ \epsilon 、
数学史の 大の魅力である。多様性が生み出すエネルギーを求めて、多くの人々が $\partial \mathrm{F}$

究会に集うように思われる。
けれ $\text{と^{}\backslash ^{\backslash }}$ も、 日本数学会のなかで歴史分科会での発表が盛んに行なゎれるようになり、

京都大学数理解析研究所でも研究集会が開催されるようになると、研究会にもう少し
レベルの高い期待がでてこよう。自分の研究をより進展させるための助言は得られな
いか、 この人と議論してみたいという人と出会えないか、 自分が直接手を染めてぃな
い分野に対して、何らかの知識を得られないだろうが、 といった素朴な、 しがし研究
者としては本質的な要求である。
ところが、国内の数学史の研究会は、このような期待に応じるのがきゎめて難しい。

それは、共通な学問的基盤がないからである。たとえば数学各分野の研究集会が、微
/J\not\simeq 積分・線形代数・位相空間・代数系といった素養の上に、 さらに専門科目を積み上
げ $\simeq$程]$\approx\#$の知識を前提としてなされてぃることを思えば、このことは容易に納得でき
よう。 学部で数学史の講義を設置してぃるところすら、 日本ではまれである。研究集
会を充 $\mathrm{g}$させていくためには、参加者に共有できる認識を作りあげることこそ急務で
はないだろうか。

学史に Ei味を持っのは若い人ばがりではない。数学者としての自己が確立した後、
もう一度数学というものを考えてみたくなった、あるいは、数学を教えてぃて、歴史
的な素養が自分に必要と感じた、 として, 関ゎり始めた人たちが何人もいる。 自分達
の先輩こそ数学を作ってきたとの自負が強いヨーロッパでは、多くの人たちが学生時
代から歴史に興味を持ってぃる. $\overline{\equiv}-$語の敷居力相本ほど高くなく、資料収集も容易な
ので、 関わる人々も多く、研究集会、セミナーの数が膨大にある。そうしたものに参
加していれば、ある程度の素養は自然につぃてくる。一方北米では、サマースクール
の形で数学史の集中講習会がなされ、数学史の研究や教育を志す人々に、再教育の機
会を提供している。 しかし、 日本にはそうぃった、 卒業後の教育・研修の場がない。
そこで、 このような機会を持っき.$\supset$かけになればと思い、「数学史方法序説」 と題

する特集講演を組んだ。 ただし、 対象は、 たとえ異なる分野であれ、「研究」 の経験
をもつ人々、 あろいはそれを志す人々である。それゆえ内容も、基礎的な知識を提供

$\tau$るの $\vee C^{\backslash }\backslash$はなく、 直接数学史の研究の先端に触れるようなものを選んだ。 まず、「最
近の数学史の研究方法」 として、 19世紀数学史を例にとり、数学と数学史のものの
見方や新しい成果の出し方の違いを紹介する。次に「数学史研究最新動向」と題して、
現在の数学史の研究課題や対象の広がりゃ流行を検討する。さらに、歴史における資
料の扱い方を論じるという意義がら和算に焦点をあて、「和算研究における諸問題」
をとりあげる。

今回の講演者は、いずれも数学というより歴史サイドがらこの分野に踏み込んだ者
ばかりである。そう $\lfloor$,た立場から数学史にががゎる者の考え方にも触れてもらえれば
幸いである。




